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梅雨入りを前に植物は生い茂り、昆虫も活動が活発になっています。花ではサツキツツジ（写

真 1左上）やコアジサイ（写真 1右上）が咲きはじめました。また、中水池や貯水槽周辺の樹

上にはモリアオガエルの卵塊（写真 1左下）がたくさん見られます。 

 

★ 開 花 情 報 
 

コアジサイ（小紫陽花）アジサイ科アジサイ属（写真 1右上） 

 装飾花のないアジサイで、ガクアジサイやヤマアジサイとは違った風情があります。林内や

林縁に自生する落葉低木で 6月頃、枝先に径 5cm程の花序をつけ、白色から淡青色の小さな花

を咲かせます。秋の黄葉も鮮やかです。 

場所：県木の森（ハナノキの後ろ） 

 

キハダ（黄膚・黄檗）ミカン科キハダ属（写真 1右下） 

 キハダの名は木肌の意味ではなく、樹皮の内皮が鮮やかな黄色を帯びていることから名づけ

られ、漢方では黄檗（おうばく）の名で胃腸炎等に用いられます。雌雄異株で、写真は雄木（雄

花）です。5～7月、枝先に円錐状の花序をつけ、小さな黄緑色の花を多数咲かせます。葉は長

さ 20～40cmの羽状複葉で、葉軸や小葉の裏面葉脈上に毛の多いものはオオバキハダといい、関

東地方や中部地方に分布します。 

場所：管理事務所横三叉路下 

 

ウツギ（空木）アジサイ科ウツギ属（写真 2左上） 

 枝が中空のためウツギと呼ばれる落葉低木で林縁などに自生し株立ちになります。葉は対生

し、表面に星状毛が散生するため触るとざらつきます。旧暦の卯月（現在の 5～6月）に白い花

を咲かせるため、万葉集では卯の花のなで詠われています。 

 苗畑に植栽のあるサラサウツギ（写真 2右上）は八重咲きで花弁の外側がピンク色を帯びる

品種です。 

場所：各所（ウツギ），苗畑（サラサウツギ） 

 

センダン（栴檀）センダン科センダン属（写真 2左下） 

 万葉時代から「あふち・おうち」の名で知られる落葉高木で、伊豆半島以西の暖地に野生化

しており、自生とする説もあります。学校や公園等に植えられ、街路樹でも目にすることがあ

ります。花は淡黄色を帯び、10個の雄蕊が合着して筒状になります。葉は 2～3回奇数羽状複葉

で互生します。このような複葉は他種では見られないため、容易に見分けることができます。 

場所：車庫前 他 

 

ユリノキ（百合の木）モクレン科ユリノキ属（写真 2右下） 

北米原産の落葉高木で、公園や街路樹に用いられます。花の形からユリノキやチューリップ

ツリーと呼ばれ、また偶数に裂ける特徴的な葉の形を半纏に見立ててハンテンボクとも呼ばれ

ます。5～6月、径 5～6cmで花弁の基部が橙色を帯びる花を咲かせます。類似種のシナユリノキ

は中国大陸原産で、花が本種より小形になります。現在自生の無いわが国にも、近縁種の化石

が鳥取県の地層から発見されています。 

場所：わんこ広場横 



 

 

 

 

 

この他、街路樹や公園でよく見かけるシャリンバイ（写真 3左上）や、以前紹介したタニウ

ツギの仲間で、咲きはじめは白色、後に赤色に花色が変化するハコネウツギ（写真 3右上）、白

い小さな花が可憐なガマズミ（写真 3左下）、339号で掲載したヤマボウシ、カルミア等も見ご

ろを迎えています。 

また草本ではムラサキツユクサ（写真 3右下）が咲きはじめました。 

 

 

★園内見頃状況まとめ 

咲き始め 

サツキツツジ（写真 1），コアジサイ（写真 1），ウツギ（写真 2），サラサ

ウツギ（写真 2），センダン（写真 2），トベラ，イボタノキ，スイカズラ，

ミヤマガマズミ 他 

見 頃 
キハダ（写真 1），ユリノキ（写真 2），シャリンバイ（写真 3），ハコネウ

ツギ（写真 3），ガマズミ（写真 3），ヤマボウシ，カルミア 他 
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